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「考え、議論する道徳」の実現に向けた授業構想＜小・道徳＞

特別研修員 道徳 金井 智之（小学校教諭）

内容項目 Ｂ－（８）感謝

主な学習活動（○発問 ◎中心発問 ◇補助発問）

主題名 感謝の心

授業構想
中心発問におけるグループや全体での交流による多面的・多角的な児童の意見の整理や、児童の考えをゆさ
ぶる補助発問によって、間接的に自分の生活を支えている多くの人々に対する感謝の気持ちをもつ理由につい
て、深く考えられるようにします。

教材名 『おかげさまで』（日本文教出版）第６学年

【めあて】なぜ感謝をするのだろうか。

１．本時で扱う道徳的価値を想起し、問題意識をもつ。
○「ありがとう」という感謝の言葉は、なぜ言っているのでしょう。
・感謝をする意味は、直接的に何かをしてくれたことに対してだけ
なのかという問い掛けにより、本時に対する問題意識をもつ。
○感謝の言葉を言うのは、何かをしてくれたことに対してだけなの
でしょうか。

道徳的価値についての
問題意識をもつために

・児童にとってより身近な感謝の言葉である「あ
りがとう」という言葉を取り上げることで、道
徳的価値に根差した問題を自分事として捉えら
れるようにする。

２．教科書の教材文の範読を聞く。
３．教材を通して、道徳的価値についての考えをもち、交流する。
○「ぼく」は、祖母が「お
かげさまで」と言うこと
に対して、どう思ってい
ましたか。
○その後、「ぼく」は祖母
の気持ちが分からないま
まだったでしょうか。

教材の内容を理解するために

・基本発問を行いながら、祖母に対する「ぼく」
の心の変容が分かるように板書をすることで、
教材の内容への理解を深められるようにする。

◎「ぼく」は何に気付いたのでしょう。
・グループや全体で考えの交流を行い、考えが変容した時にはノー
トに青文字で記入する。
◇直接お世話になっていないことに対して、なぜ感謝をするので
しょう。
４．道徳的価値に対する多様な意見を知り、学習のめあてについて
もう一度考える。
○親切にしてもらったり、ボランティアでお世話になったりするこ
と以外で、感謝をすることはありますか。

〈グループでの交流の様子〉

道徳的価値の追求を行うために

・全体交流の場面では、教師がファシリテーター
的な役割で児童の発言を引き出して整理し、更
に出てきた考えに対する意見を求めることで、
児童が多面的・多角的な意見を気付けるように
する。
・児童の本音を引き出す補助発問を行うことで、
生活を支えてもらっていることへの感謝の気持
ちをもつ理由について考えられるようにする。
・中心発問と補助発問で道徳的価値への理解を深
めることで、自分が周囲の人々に支えられてい
ることに気付き、考えられるようにする。
・展開の後半で感謝するべき対象を再び考えるこ
とで、感謝をする意味を改めて確認できるよう
にする。

５．本時で扱った道徳的価値に対する思いや願い、考えを振り返る。
○支えてくれている人たちの気持ちに、あなたならどう応えますか。

〈板書例〉

ねらい
「ぼく」が気付いたことについて議論するとともに、祖母の態度・行動に触れることを通して、日々の生活
が家族や多くの人々の支え合いや助け合いで成り立っていることに感謝し、それに応えようとする態度を養う。

【振り返り】の例
・見えていないけれどもお世話になっている人に対して、これから
は感謝の気持ちをもてるようにしたい。
・作ってくれている人に感謝して、文具を大切に使っていきたい。
・給食センターの人に感謝して、給食を残さず食べるようにしたい。
・公園の掃除などのボランティア活動に参加してみたい。
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指導例：主題名 感謝の心 内容項目 Ｂ－（８）感謝 

教材名『おかげさまで』（日本文教出版）第６学年 

ねらい：「ぼく」が気付いたことについて議論するとともに、祖母の態度・行動に触れることを

通して、日々の生活が家族や多くの人々の支え合いや助け合いで成り立っていることに

感謝し、それに応えようとする態度を養う。 

小学校 道徳                          特別研修員 金井 智之 

 

 

 

主な学習活動（○発問 ◎中心発問 ◇補助発問） 

１ 本時で扱う道徳的価値について、問題意識をもつ。 

 ○「ありがとう」という感謝の言葉は、なぜ言っているのでしょう。 

 Ｓ：親切にしてもらったから。 

 Ｓ：ボランティアでお世話になったから。 

Ｔ：感謝の言葉を言うのは、何かをしてくれたことに対して 

だけなのでしょうか。 

 

２ 教科書の教材文の範読を聞く。 

３ 教材を通して、道徳的価値についての考えをもち、交流する。 

 ○「ぼく」は、祖母が「おかげさまで」と言うことに対して、どう思ってい

ましたか。 

Ｓ：お世話になっているわけではないので、理解できない。 

 〇その後、「ぼく」は祖母の気持ちが分からないままだったでしょうか。 

 Ｓ：だんだん分かってきた。 

 ◎「ぼく」は、何に気付いたのでしょう。 

 Ｓ：いろいろな人に支えられて生活できてい 

ることにおばあちゃんは感謝している。 

 Ｓ：たくさんの人にお世話になっている。 

 ・グループや全体で考えの交流を行い、考え 

が変容した時にはノートに青文字で記入する。 

 ◇直接お世話になっていないことに対して、なぜ感謝をするのでしょう。 

 Ｓ：支えてくれている人のおかげで、生活できている。 

 Ｓ：見えない所で生活を支えてくれている人に対して、感謝しなければい 

けない。 

４ 道徳的価値に対する多様な意見を知り、学習のめあてについてもう一度 

考える。 

 ○親切にしてもらったり、ボランティアでお世話になったり 

すること以外で、感謝をすることはありますか。 

 Ｓ：友達でいてくれているから、学校で楽しく過ごせる。 

 Ｓ：給食を作ってもらったり、運んでもらったりしているか 

ら、いつも食べられる。 

 Ｓ：道を作ってくれている人がいるから、登校しやすい。 

５ 本時で扱った道徳的価値に対する思いや願い、考えを振り返る。 

 ○支えてくれている人たちの気持ちに、あなたならどう応えますか。 

 Ｓ：見えていないけれどもお世話になっている人に対して、これからは感謝

の気持ちをもてるようにしたい。 

 Ｓ：作ってくれている人に感謝して、文具を大切に使っていきたい。 

 Ｓ：給食センターの人に感謝して、給食を残さず食べるようにしたい。 

 Ｓ：公園の掃除などのボランティア活動に参加してみたい。 

 

・自分のできることを行おうという

考えがもてている児童の考えを取

り上げて、全体に共有させること

で、支えている人の気持ちに応え

ようとする意欲を高め、授業を終

えられるようにする。 

指導のポイント 

 

・身近な感謝の言葉である「ありが

とう」という言葉を取り上げるこ

とで、本時の内容を自分事として

捉えさせる。 

【問題意識をもつ】 

 

・「直接的に何かをしてくれたこと

に対して感謝をする」という考え

の児童にゆさぶりをかけ、本時の

問題に対する意欲を高めさせる。 

【めあての設定】 【めあて】なぜ感謝をするのだろうか。 

 

・グループでの交流では、自分の意

見と似ているか似ていないかを

考えながら話し合うよう伝え、多

面的・多角的に意見を捉えさせ

る。 

・全体の交流では、教師がファシリ

テーター的な役割で児童の発言

を引き出して整理する。 

・出てきた考えに対する意見を求め

ることで、児童が多面的・多角的

な意見に気付けるようにする。 

【中心発問について】 

 

・児童の考えをゆさぶることで、間接

的に支えてもらっている人などへ

の感謝の気持ちをもつ理由につい

て考えられるようにする。 

さらに、自分が周囲の人々に支え

られていることを気付かせる。 

【補助発問について】 

【振り返り】 

〈
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道 徳 科 学 習 指 導 案 
 令和元年６月 第６学年 指導者 金井 智之 

 
１ 主題名 感謝の心 内容項目Ｂ－(8)感謝 

 

２ 教材名 「おかげさまで」（出典：日本文教出版） 

 
３ 主題設定の理由 

(1) ねらいとする道徳的価値について 
「感謝」とは、人が自分のためにしてくれている事柄に気付き、そのことに対して、ありがたいと

思う気持ちを向けることである。気持ちを向ける対象は人のみならず、多くの人々の支え合いや助け

合いで成り立っている日々の生活そのものであり、さらにはそのような中で自分が生きていることに

対する感謝にまで広げることが必要である。そこで、温かなつながりの中に自分の生活があることに

感謝し、人々の善意に応えて自分は何をすべきかを自覚し、進んで実践しようとする態度を養いたい。 
 (2) 児童の実態について 

本学級の児童は、親切にしてもらった人や、生活を支えてくれている家族などの人々に対して、素

直に感謝の気持ちをもてる児童が多い。しかしながら、日々の生活を見えないところで支えている人

々に対しては、感謝の気持ちをもつまでには至っていない。そこで、自分たちの日々の生活が多くの

人々の支え合いや助け合いで成り立っていることに気付かせ、自分も人々や公共のために役立とうと

する態度を養いたい。 
 (3) 教材について 

本教材は、祖母の「おかげさまで」という口癖に抵抗感を感じていた「ぼく」が、父親から祖母が

その言葉を使うことの意味を知らされ、「おかげさまで」の意味を理解していくという話である。さ

らに、祖母の姿から感謝のお返しとして取った行動も表現されている。そのため、「ぼく」の心の動

きに着目して祖母の態度や行動に触れさせることで、自分たちの生活が多くの人々の支え合いや助け

合いで成り立っていることに気付くことができ、自分も人々や公共のために役立とうとする態度を養

うことができる教材である。 

 
４ 指導方針 

  ○本時で扱う道徳的価値について、問題意識をもつために 

  ・導入では、児童にとってより身近な感謝の言葉である「ありがとう」という言葉を取り上げることで、

本時の内容を身近な話題（自分事）として捉えられるようにする。 
 ○教材を通して、道徳的価値の追求を行うために 

  ・教材の内容を確認する場面では、発問をしながら祖母の気持ちに気付いた「ぼく」の心の変容が分か

るように板書で表す。そして、この板書を基に中心発問での「ぼく」の心情を整理できるようにする。 
  ・全体交流の場面では、教師がファシリテーター的な役割で児童の発言を引き出して整理し、更に出て

きた考えに対する意見を求めることで、児童が多面的・多角的な意見に気付けるようにする。 
 ・展開の後半で感謝するべき対象を再び考えることで、感謝する意味を改めて確認できるようにする。 
 ○本時で扱った道徳的価値に対する思いや願い、考えを振り返るために 
 ・より道徳的価値の深まった友達の考えを聞くことで、自分を支えてくれている多くの人の気持ちに応

えようとする意欲を高め、温かな気持ちで授業を終えられるようにする。 
 
５ 本時の展開 

(1) ねらい 
「ぼく」が気付いたことについて議論するとともに、祖母の態度・行動に触れることを通して、日

々の生活が家族や多くの人々の支え合いや助け合いで成り立っていることに感謝し、それに応えよう

とする態度を養う。 
(2) 準備 

教師：場面絵、登場人物の絵、ワークシート 



(3) 展開（○発問 ◎中心発問 ◇補助発問） 
学習活動と発問 時間 予想される児童の反応 指導上の留意点 

１ 本時で扱う道徳的価値につい

て、問題意識をもつ。 
○「ありがとう」という感謝の言葉

は、なぜ言っているのでしょう。 

５ 
分 

 
 
 
 

 
 
・何かをしてくれたから。 
・助けてくれたから。 
・プレゼントをくれたから。 
 

●実生活の具体的場面を取り上げて話題を提

起することで、自然な流れで授業に入れるよ

うにする。 
●感謝をする意味は、直接的に何かをしてくれ

たことに対してだけなのかを問い掛けるこ

とにより、本時に対する意欲を高める。 

２ 教科書の教材文の範読を聞く。 
３ 教材を通して、道徳的価値につ

いての考えをもち、交流する。 
○「ぼく」は、祖母が「おかげさま

で」と言うことに対して、どう思

っていましたか。 
 
○その後、「ぼく」は祖母の気持ち

が分からないままだったでしょう

か。 
◎「ぼく」は、何に気付いたのでし

ょう。 
〈個人〉→〈四人グループ〉→〈全体〉 
 
 
◇直接お世話になっていないことに

対して、なぜ感謝をするのでしょ

う。 
 
４ 道徳的価値に対する多様な意見

を知り、学習のめあてについても

う一度考える。 
○親切にしてもらったり、ボランテ

ィアでお世話になったりすること

以外で、感謝をすることはありま

すか。 

５ 
分 

 
 
 
 
 
 
 
 
18 

分 
 
 
 
 
 
 
 

７ 

分 

 
 
 
・理解できない。 
・おおげさだな。 
・お世話になっているわけではない 

のに。 
・分かってきた。 
 
 
・生活は多くの人に支えられている。 
・食べ物を作ってくれている農家の 

人にも感謝したい。 
・いろいろな人が苦労してくれてい

る。 
・相手はいないのだから、感謝しな 

くてもいいのではないか。 
・支えてもらえないと、生活できな 

いから感謝をするべき。 
・見えない所で生活を支えてくれて 

いる人に感謝をすることがある。 
・毎日生活したり、学校に通えたり 

できることは、たくさんの人に支 
えられているのだから、感謝しな 
いといけない。 

●「ぼく」の心の変容を、板書で矢印を付ける

ことにより、視覚的に理解できるようにす

る。 
●グループでの話合いの前に、自分の意見と似

ているか似ていないかを考えながら他者と

話し合うように伝え、多面的・多角的に意見

を捉えられるようにする。 
●話合いの結果により変容した意見は、青文字

でワークシートに追加して記入させ、視覚的

に捉えやすくする。 
●考えの根拠となる理由がはっきりしていな

い発言に対して、その根拠を問い返すこと

で、児童の発言に説得力をもたせる。 
 
 
●補助発問により、生活を支えてもらっている

ことへの感謝の気持ちをもつ理由について、

自分が周囲の人々に支えられていることに

気付き、考えられるようにする。 
●導入で出された「感謝する意味」について改

めて触れることで、道徳的価値を多面的に捉

えることができるようにする。 
●祖母の行動を取り上げ、祖母ができることを

行い、恩返しをしているということに気付か

せ、自分ならどう行動するかという考えにつ

なげられるようにする。 
５ 本時で扱った道徳的価値に対す

る思いや願い、考えを振り返る。 
○支えている人たちの気持ちに、あ

なたならどう応えますか。 

10 

分 
 
 

 
 
・学校のために進んで活動する。 
・一生懸命生きる。 
・助けてくれている人の手伝いをす

る。 
・奉仕活動をする。 
・自分も誰かを助ける。 

●「学校に登校できるには、どんな人に支えら

れているか」という問い掛けをした後で、自

分が実践できることを考えさせることで、自

分事として考えられるようにする。 
●道徳的価値の理解が深まっている児童の考

えを取り上げて、全体に共有させることで、

支えている人の気持ちに応えようとする意

欲を高め、授業を終えられるようにする。 
(4) 評価の視点 

○「ぼく」が気付いたことをグループや全体で話し合う場面で、感謝をする意味について、多面的・

多角的な見方へと発展しているか。 
○本時の振り返りの場面で、生活を支えている人に感謝し、それに応えようとすることについて、自

分自身との関わりの中で深めている。 

めあて：なぜ感謝をするのだろうか。 


